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相手にものごとの結論を伝えるための
実践方法を学ぶ
ロジカルシンキング研修
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１日研修 160,000～200,000円 （税別）

9:00～17:00 【12:00～13:00を除く】　※ ご相談に応じます。

テキスト使用1,500～2,000円／冊 （税別）

１． ロジカルシンキングとは
　(1) ロジカル（論理的）な人・そうでない人の違いとは

◎ オリエンテーション

　まずは、「ロジカルシンキング（論理的思考）」とは何か、「ロジカルな構造」とは何かを講義の中でお伝えします。そのう
えで論理展開の基本となる「帰納法」「演繹法」を取り扱います。
　「情報を整理すること」、「情報を構造化すること」とは何か、目的はどこにあるのか、身の回りの事象を用いて解説し、

「MECE（ミッシー）」と３つの「ロジックツリー（Whatツリー・Whyツリー・Howツリー）」の演習を通して学び、理解を深
めます。
　最後に、この研修のまとめとしてアウトプットの機会を設け、「伝言メモ」から「シティープロモーション」に至るまでの、
あらゆる実践の場においてロジカルシンキングに基づく、話し手と聞き手の適切なコミュニケーションとその正確な結論
への導引に寄与します。

研修のねらい

■ 「ロジカルシンキング＝論理的思考」とその活用方法について理解を深められるようになります。

■ 業務報告から、プレゼンテーション・プロモーションにまで生かせるようになります。

■ 演習を通して情報を収集・整理し、分かりやすく相手に説明する実践方法を学びます。

3． コミュニケーションへの応用のための
    「ピラミッドストラクチャー」
　(1) 「ピラミッドストラクチャー」とは
　(2) 「ピラミッドストラクチャー」の作成手順
　(3) 「ピラミッドストラクチャー」作成時のポイントと留意点
　(4) 「ピラミッドストラクチャー」を文章化

4． 総合演習「わが街の魅力を説明する」
　(1) 自組織の魅力に関する情報の収集と整理
　(2) 分かりやすく説明するためのシナリオ作成
　(3) 説明（プレゼンテーション）の実施

5． 研修のまとめ
　１日の振り返り／学び・気づきの共有

※ 下記の内容は一例です。ご要望にあわせてカリキュラムをご提案いたします。

２． ロジカルシンキングによる情報の整理と構造化
　(1) 情報の構造化とは
　(2) 情報整理・構造化のポイント
       ①「MECE（ミッシー）」
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１． 身近な改善事例に触れる
　 (1) 過去の業務改善事例を知る

2． 改善する対象を決める
　 (1) 職場の改善課題に向き合う
　(2) 改善課題の解像度を高める

　 (2) 業務改善のヒントを探る

3． 改善する方向性を見いだす
　 (1) 業務を見いだす視点を持つ
　(2) 改善事例から要点を紐解く
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52 自治体の改善事例から学ぶ
業務改善研修

１日研修 160,000～200,000円 （税別）

9:00～17:00 【12:00～13:00を除く】　※ ご相談に応じます。

テキスト使用1,500～2,000円／冊 （税別）

※ 下記の内容は一例です。ご要望にあわせてカリキュラムをご提案いたします。

主査主任主事

◇ グループワーク ◇
「 事前課題の共有 」

◇ 個人・グループワーク ◇
「 担当業務の改善課題 」

5． 職場での業務改善をイメージする
◇ 個人・グループワーク ◇

「 担当業務の改善活動の検討 」

　 (2) 関係者の理解を得る
　(3) 見える化する

◇ ケーススタディー ◇
「 事例を基に担当業務の見える化の検討 」

◇ グループワーク ◇
「 事前課題からの気付きの記録 」

◇ ペアワーク ◇
「 活用できそうなアイデアの検討 」

◇ グループワーク ◇
「 業務改善をスムーズに進める工夫 」

◇  個人ワーク→全体共有 ◇

◇  個人ワーク→全体共有 ◇

◇ 個人ワーク→グループワーク→全体共有 ◇

◇  個人ワーク→全体共有 ◇

◇  個人ワーク→全体共有 ◇

◇  個人ワーク→グループワーク→全体共有 ◇

◇  グループワーク→全体共有 ◇

4． 改善を円滑にする工夫を凝らす
　(1) 改善の行き詰まりを予見する

　本研修は、受講者の担当業務の改善について取り扱う研修です。業務改善は、「いつか誰かがするだろう」「自分がしなく
ても…」と他人任せの気持ちではいつまで経っても進まず、放っておくと仕事量はどんどん増えていってしまいます。研修
冒頭のオリエンテーションにて、業務改善の必要性について意識付けを行い、主体者意識を持って、みんなで改善しようと
一人ひとりの力を合わせていくことが重要ということを認識していただきます。
　進め方として、身近な改善事例や他の地方自治体の改善事例などから、具体的な観点や手法を学びます。その後、自職場
の業務改善課題について検討し、改善に向けた活動を検討いただきます。
　研修には、地方自治体で実施したコンサルティングでの業務改善事例を取り入れ、そこから業務改善のポイントを抽出し、
ご紹介しています。

研修のねらい

■ 様々な業務改善事例に触れ、業務改善のポイントを学びます。

■ 業務改善の具体的な観点や手法について、事例を基に学びます。

■ 自職場の業務改善課題について検討し、改善に向けた方向性を見いだします。

(2) ロジカルシンキング（論理的思考）とは
(3) ロジカルな構造の基本
(4) 論理展開の基本「帰納法」「演繹法」

(3) 情報整理・構造化のポイント
    ②「ロジックツリー」

◎ オリエンテーション
　 ～ 業務改善とは ～

◎ まとめ
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E-mail：info@amri.co.jp   HP：http://www.amri.co.jp
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